
二
〇
二
三
・ 

〇
五
・ 

二
九
号 

№
一
三
七
号 

・

▽
総
会
ご
出
席
の
皆
様
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

令
和
五
年
度
も
皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
を
反
映
さ

せ
る
様
に
役
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
▽
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
書
面
決
議
し
て
お
り
ま
し
た
総
会
で
す
が
、

暫
く
ぶ
り
に
一
体
感
を
感
じ
さ
せ
る
事
が
出
来
、 

皆
様
か
ら
色
々
な
意
見
や
生
産
体
制
な
ど
を
直
接

其
々
に
意
見
交
換
が
出
来
ま
し
た
。
挨
拶
の
中
で
も

述
べ
ま
し
た
が
、
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
に
な

っ
た
と
は
言
え
、
完
全
に
消
え
た
訳
で
は
無
い
事
か

ら
十
分
注
意
し
た
中
で
対
応
を
し
て
行
き
た
い
も

の
で
す
。
▽
最
近
、
日
本
全
土
の
周
辺
で
多
く
の
地

震
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
我
々
と
し
て
は
、
切
羽

を
含
め
て
十
分
に
注
意
す
る
事
や
、
自
然
災
害
も
念

頭
に
入
れ
て
安
全
対
策
を
講
ず
る
必
要
性
が
生
じ

て
い
ま
す
。
此
れ
か
ら
本
格
的
に
忙
し
く
成
っ
て
参

り
ま
す
。
電
気
料
金
を
含
め
様
々
な
も
の
が 

高
騰
し
続
け
て
い
る
中
で
の
対
応
。
働
き
方
改
革
の

中
で
労
働
時
間
の
管
理
や
衛
生
管
理
も
含
め
て
経

営
環
境
も
厳
し
く
成
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
の
様
な
事

を
考
え
な
が
ら
一
社
で
考
え
て
い
る
と
気
が
滅
入

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
各
社
で
情
報
交
換
を
す
る
事
で 

対
応
す
る
事
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

               

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

①
組
合
連
合
会
・
地
方
本
部
総
会
に
つ
い
て 

5
月
24
日
札
幌
東
急R

E
Ii

に
て
総
会 

組
合
連
合
会
に
つ
い
て
は
、
全
て
原
案
通
り
承
認 

地
方
本
部
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

・
物
故
者
に
対
す
る
追
悼
（
黙
祷
） 

・
本
部
長
表
彰 

業
界
功
労
者
表
彰 

 

釧
路
支
部 

東
工
業
㈱
副
社
長 

天
方
實
様 

・
長
期
勤
続
従
業
員
表
彰 

 

北
海
道
地
方
本
部 

鈴
木
直
栄
様 

 

稚
内
支
部 

小
南
恵
子
様 

 

網
走
支
部 

中
村
加
奈
子
様 

・
第
52
期
通
常
総
会 

 

令
和
4
年
度
事
業
経
過
・
決
算
報
告 

承
認 

 
令
和
5
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算 

承
認 

 

役
員
改
選 

事
務
局
案
承
認 

 
新
役
員
名
簿
は
事
務
局
に
て
参
照
下
さ
い
。 

 

 

休
業
4
日
以
上
の
災
害
報
告 

 

佐
賀
県
支
部 

男
性
51
歳 

 

コ
ン
ベ
ヤ
ー
テ
ー
ル
ロ
ー
ラ
に
て
巻
込
ま
れ 

 

左
手
示
指
切
断 

栃
木
県
支
部 

男
性
47
歳 

 

コ
ン
ベ
ヤ
ー
テ
ー
ル
ロ
ー
ラ
に
て
巻
込
ま
れ 

 

右
腕
上
腕
骨
折
（
裂
傷
な
し
） 

以
上
の
様
に
、
二
件
と
も
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の 

テ
ー
ル
部
分
の
泥
除
去
等
に
対
し
て
の
不
安
全 

行
動
か
ら
来
る
も
の
で
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

悪
天
候
時
の
生
産
に
対
し
て
は
コ
ン
ベ
ヤ
ー
周
辺

に
て
こ
の
様
な
事
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。 

再
度
、
作
業
手
順
の
徹
底
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
非
常
停
止
ロ
ー
プ
の
延
長
等
の
設
置
に

つ
い
て
も
配
置
位
置
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
と 

考
え
ま
す
。 

  

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

➀
令
和
五
年
度
総
会
に
つ
い
て 

 

総 

会 

5
月
19
日 

午
後
4
時
よ
り 

 
 

 
 

 

場
所 

湯
の
川 

一
乃
松 

旅
館 

 

午
後
4
時
か
ら 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合 

 

午
後
5
時
か
ら 

一
社
・
日
本
砕
石
協
会
函
館
支
部 

 

両
総
会
で
は
、
令
和
4
年
度
事
業
経
過
報
告
・

決
算
報
告
ま
た
、
令
和
5
年
度
事
業
計
画
・ 

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
協
議
し
て
頂
き
、 

 

適
正
と
認
め
ら
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
午
後
4
時
か
ら
の
総
会
に
は
、
公
私

と
も
に
忙
し
い
中
、
渡
島
総
合
振
興
局
産
業
振

興
部
商
工
労
働
課
の
松
本
主
幹
・
櫻
井
主
事
様

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
更
に
、
松
本
主
幹 

か
ら
祝
辞
を
述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。 

          

② 

火
薬
類
保
安
手
帳
更
新
講
習
会(

総
合) 

 

5
月
26
日
午
前
10
時
よ
り
渡
島
総
合
振
興
局

3
階
講
堂
に
て
実
施
し
ま
し
た
。 

参
加
人
数
は
、
3
７
名 

今
ま
で
の
家
庭
自
宅
学
習
方
式
か
ら
3
年
ぶ
り

と
な
る
以
前
と
同
じ
講
習
会
形
式
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
講
師
に
つ
い
て
は 

法
令 

渡
島
総
合
振
興
局
指
導
保
安
係
櫻
井
主
事 

火
薬
学 

全
国
火
薬
類
保
安
協
会
専
任
講
師 

 
 

株
式
会
社
タ
イ
リ
ン
代
表C

E
O

 

鳴
海
様 

 
 

 

そ
の
他 

今
後
の
日
程 

・
採
石
業
務
管
理
者
試
験
前
講
習
会 

 
 

令
和
5
年
8
月 

札
幌
市 

・
採
石
の
た
め
の
掘
削
作
業
主
任
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

技
能
講
習
会 

 
 

令
和
6
年
2
月 

札
幌
市 

 

・
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
試
験 

 

実
施
日 

令
和
5
年
9
月
3
日
日
曜
日 

 

会
場 

札
幌
市
・
旭
川
市
・
帯
広
市 

 

願
書
受
付 

6
月
20
日
～
29
日 

・
試
験
要
請
講
習
会 

 

令
和
5
年
7
月
2７
・
28
日 

札
幌
市 

 

会
員
会
費 

9
〇
〇
〇
円 

 

開
催
詳
細
要
項
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い 

  


